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1. は じ め に

木材は生活に必要な素材として,このまであらゆる領域で用いられてきた｡そして用途によって色々の形

態に変えられるが,素材としてほ ttぬくもり",ttあたたかみ",tや さしぎ'等の言葉で代表されるように,

人間の知覚に訴えるものは好ましいものとして受入れられてきた｡喚覚の点でもヒノキやスギの薫は,とく

に,わが国で好まれてきた｡このように材料そのものが人間にとって好ましいと感じられる材料特性を持っ

た素材は生物材料でもる木材の持つ特長の一つと考えられる｡しかし,木材のこのような材料特性と人のか

わゝ りを科学的に関連付ける研究はこれまであまりなされてこなかった｡その理由としては,わが国におい

てこれまでは生活環境を構成する主材料であったため,比較対照になるものが少なかったことによるものと

思われる｡ところが,近年になって,セメント,合成樹脂,セラミック,鉄等の代替材料が多量に用いられ

るようになったおかげで,これら他材料との市場競争の中で木材の材料特性を明確にしておかねばならない

という必要に迫まられたこともあるが,比較対照しうる材料が増したおかげによることも大きくあずかって,

木と人のか わゝ りについての研究が盛んになってきた｡これらの研究は人間にか わゝるものであるから,坐

理学,心理学,医学を含む学際的な立場で進めなければならないだろう｡一つの試みとしては木材表面につ

いて視覚や触覚による人の感覚特性を言葉対による意味尺度を用いて数量化しようという試みが報告されて

いる｡これは木材表面という二次元での問題であるが,木造空間や家具,その他インテリア等三次元で用い

られる木材,さらにはエージング効果と呼ぶべき時間軸 (四次元)をパラメーターとして加えた研究が必要

となるであろう｡本報告では種々の形態をもつ木材を展望会形式の中で同じ空間に提示し,相互を比較しな

がら各形態に対する個人の感じ万の相違について検討した｡

2. 木の造形 に対する人間の知覚特性について

ものに対する人間の知覚は個人によって異なり,一人ひとりの生活の履歴,男女差,年齢等色々の要素に

加えて先験的なものもくわゝり複雑である｡これはものが同じ素材からなっていても形がかわることによっ

て個人の受取り方が違ってくることからもうかがい知ることが出来る｡

木に対する場合も,樹木として森林に生えている場合,丸太のま のゝ原木,用材として板や柱になった場

令,日用品や道具として身近に用いられる場合等によって同じ素材からなっていても形態が異なることによ

って感じ方や受取 り方が違ってくるであろう｡
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写真 1 (a)丸太

写真2 (b)棚板
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写真4 (d)玩具

本報告では写真 1-4に示すように,(a)原木丸太,(b)厚板,(C)抽象形態,(d)玩具の形で提示し,

観覧した人々の中から任意に被験者を選び,それぞれの形に対する知覚をあらかじめ用意した言葉対による

意味尺度で表示してもらい,木に対する知覚の相違について検討した｡被験者が短時間で記載しなければな

らないため,安田等の研究を参考にし,因子分析によって区分された言葉対の中から8対,それに tt抽象的

な一具体的な"という言葉対を加え,合計9対の言葉対に対して(a)から(d)の形態の中から,会場に入っ

た時,一番最初に興味を持ったものを第一印象,その次に興味を持ったものを第二印象として選択してもら

い,それぞれについて準備した言葉対に対してその意味尺度を記入させた｡被験者の総数は179名であった

1 2 3 4 5 6 7 8
年 令 階

図 1 被験者の年代別分布 (1は10代未満,2-8は20-70代を示す｡)縦縞は男性を示す｡
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図2 各形態に対して第一印象,第二印象として選択された回答数

(a～dは写真 1参照)

表 1 言葉対と意味尺度

非常に かなり やや どちらでもない やや かなり 非常に
〔A〕軽やかな

〔B〕うすっぺらな

〔C〕メカニックな

〔D)つめたい

〔E〕はげしい

〔F〕生気のない

〔G)やすっぱい

〔H)動的な

日 〕抽象的な

1 2 3 4 5 6 7
非常に かなり やや どちらでもない やや かなり 非常に

1 2 3 4 5 6 7
非常に かなり やや どちらでもない やや かなり 非常に

1̀ 2 3 4 5 6 7
非常に かなり やや どちらでもない やや かなり 非常に

1 2 3 4 5 6 7
非常に かなり やや どちらでもない やや かなり 非常に

1 2 3 4 5 6 7
非常に かなり やや どちらでもない やや かなり 非常に

1 2 3 4 5 6 7
非常に かなり やや どちらでもない やや かなり 非常に

1 2 3 4 5 6 7
非常に かなり やや どちらでもない やや かなり 非常に

1 2 3 4 5 6 7
非常に かなり やや どちらでもない やや かなり 非常に

どっしりした

厚みのある

人間的な

あたたかい

おだやかな

生気のある

豪華な

静的な

具体的な
1 2 3 4 5 6 7

が,性別,年齢不祥等の19名を除く160名について集計した｡図 1に年代別,男女別内訳を示した｡図2に

は4種額の形態に対して任意に第 1,第2印象として選択させたものを百分率で示した｡選んだ言葉対およ

びその意味尺度は表 1に示す通りである｡第 1,第2印象として選んだ形態に対してそれぞれの言葉対の中

から被験者が選んだ意味尺度を百分率で表-2にまとめた｡また,年代別,男女別に (a)～(d)の4つの形

態に対する言葉対の意味尺度の年代別変動を図3に示した｡次に,用いた9つの言葉対は安田等が行った因

子分析を援用すると図4の4つの因子群に分輝することが出来る｡図では各言葉対の意味尺度の男女別平均

値を四辺形プロフィールで比較したものを示す｡

以上の結果からそれぞれの形態に対する年代および男女の知覚の相違について考察する｡第一田子群につ

いては (a)に対して,第一,第二印象とも ttかなりどっしりしていて,厚みがある''という尺度で捕えら

れており,平均値としての男女差はない｡(C)に対してはAの場合 ttかろやかな"ものとして捕えられてい

るが,これは形態を構成するリズム感としてのかろやかさからくるものと考えられる｡一方,Bは男性の場

令,ttどちらでもない"が71.4%を占めているのに対して,女性では tや 厚ゝみがある''了tかなり厚みがあ

ー243-



木 材研究 ･資料 第23号 (1987)

(
｡
ケ
情
趣
e
ぜ
足
長
的
忘
鞘
1
7
7
粛
正
日
韓

'厳
正
-
鯨

'長
町
長
中
空
N

'

T

e養
護

)

lU 卜 1㌢つ< ¢ トぐ､■ IくつLn ey?【ヽ LL? (X)ト 【ヽ- N く】0CY?ぐつ aC ぐつ CY? く=)Lくつ⊂>トートー く.DN < lCYDCO LL?N LnN I ELnNN ぐ- I

⊂>▼･...一 ⊂>▼..■卜.ぐつ <▼･..一 くpI...一 ドI.･.一■寸ey? r～< くjつI.～Cく⊃N ぐつく｣⊃め∪つ⊂く)LL')l｣つ▼･.･.一ぐつCyつ CY?CYつUつN N一一一CON く.DI.･.■ (.DI.･.■ t=>I.一一 1=>7-ll(.DI...■

LL?T～ ▼■1N 卜■LnT- く=)< OlEY?LL?ぐつくく⊃Lr)くつ< 卜■▼･...一ぐつぐつ ∝)Lfつ くX)寸 ▼･..■N l∫一N 宍 卜■･寸 ㌣つeY? ▼･..一< く=)Lビつ く=)< CQCつCy?ey? く=)tn Nー■LnN くつl....■ Lr>N 卜■N I....■▼･..一CY':N (:0⊂)Cr> 咲)I...■ qDI....■ぐつCY?

l∫) I.･.一の I < (≡)Uつド 【ー (=> 【ー 亡ヽ 亡､ヽド ey'>ぐつぐつCO 亡ヽ ⊂>(=>lJつt=>くつ ド の α)一こ>Cy?L̀つα)l【ヽ くつCY?ぐ′つCY?CT) 寸 Uつ ⊂〉N Lfつく｣⊃LL? こら く丘 くヱ)【ー < COこく)Ln(.DuつLlつ N 寸 く=>q⊃ LfつCCt=>くX)亡､■ トー (.Dく=>くJ⊃M CC
r■ 一..■ I..一一 EY?▼･.■くYつI- ド.■ I.■■ I..～ I-一.■ ～ N N LD一一.一 ey?▼･..一N I- I- ｢.■- ▼..■CY?

守 CO 浅楽手≡～ ⊂> ･寸 CY')C1LL?【ー I Cy?CY?CY?㌣つ I く=)ey')l Iく=>(=>I】:浅滋≡三≡;始:≡;;&!;;ib;LL?CrB;;☆:≡Cy'5LL? < m L.I(.D
NI-三繁華≡≡ メ- (こ>N (=>▼･..■ i7- く:0 NI..-■∝) COくこ〉▼･...一 < (:O ▼･...■N CO Ln cc 辛華 ト ey?I...■ 密 CO トーI,～ (≡)N CO

∩ (X) く.D ▼･.■ < I I I l Lfつ ～ CY? iく.D ～ l 】 lN i ILL?くつ I Cy?▼･..一 I⊂〉 I L/:の < トーく=〉< 【ヽ CY?
⊂>ey? ⊂>▼･..一 ey')Cq LL?▼･.■ ド ド▼･..■CO N く.D 寸 ト N COLJつ くつ▼･.･.1 NN cO uつI.I.1 く.ロI...■ Lr)N Ne､コく｣〇▼.■ CXD

N CON▼･..一I..■⊂hI...■iUつ▼･..一LL?(;0ぐつ I I l l uつトー くわくつ▼･..■ I Iq⊃N I l l I一■N l Iく=〉く>▼･..一⊂>N▼･..一I I I一･･.1N I l⊂>(≡)N 〇〇ド.ぐつ ▼一一一ぐつN く=)LZ?N く=>LnI...■7-ll(.D ICY7g

O 卜 I l l I lLL?Lf?< ILr)< eqVT-～ ～(:く)I-～ I l rr>寸I..-.lCy7CqCY? lu?の MVI....■寸(.Dぐつ ICO< I トーく.ロー■■■一 ぐY?CO COtT l｢一lOT)l I l i lLL?の l ey?CO l I

く8 I l l I CY?LE? 1 N くJ⊃ < lこOV - ごヽつ亡､- CO< 寸 ぐつ卜■CY?ぐ′つCY?トーOb ⊂>一.-Ch(≡)咲)< (.D⊂>⊂>CX) (.D く.D N I
trT- LL?< 〇〇一･一C0N くJ⊃Cy? トーL∫一CY?rつ (.DI...■ -トー卜-～ く.D▼･..■CY?CY? S3.咲)し̀つ(.Dtl..■ NV (≡)eq LL?N COCq しnN LnNpg3CON (.D▼･...-lCC一...■

LL) ぐつ⊂)l Iぐつ I < 卜■l l 卜■∝)ぐつ ぐつ く=)CT) lCq(▼つ I.■■■ぐつ ごつ Cつ くX)⊂>N CY?⊂> く亡)ぐつごつ∝)CY? l N N< の 寸 く一〇 N q⊃ < < 〇〇l∫一N CO 亡′つ ⊂く)CY') CO⊂わ '寸■(=>CCCOα)CCey?Cy? td.'寸 (X)め
I.･.■ ▼･..一 CY') N ▼･.･.■ I-.■ N寸 一一 亡′つ CY? CY? (.DI..一一 ▼..■ N ey?ぐ′つ ▼･..■ I- 一一■

･寸 の (=〉Iく=〉 ■-■ (.D lド U':ev? 【ー ⊂> ey3 N C0 N CY? 卜ヽ l CY')ぐ′つ く｣〇 l Cy?
<▼.･.一(Jー くつ｢■≡菜……の こeN q⊃▼･..■03.<▼･..■ く♪- 鶴 の▼･..一 <I-I〇〇■...■ 忠CY?NNNめ節礁 莱思……翠 (.D▼･..■ ▼ナ▼･..■<▼･..■ q⊃▼･..■ 卜●N

∩ ぐつく=〉⊂>く> I l N ⊂>C.D N ド < l CY? く=〉00 】 , く>l ▼･..一 ICyT3I/)く=)lEy7 lCY? l CY?⊂>I CY?N LD
l寸I...■ tJつく>LL?LくつN (X)I...■ の CON CX3▼･..一 I...■寸 NI/: CO Lr>N ぐつN LrつN I....■I.一 CY?㌣つCl)くこ>N CO <▼･..一 0〇のI.･.■ α)CCI.･.■ eyl▼一

N ▼･..一一-LL?く.⊂)iLL? ドI.･..1lq (≡)LL5CY? l I▼■■■■■■-の l 1 Nα)▼･.■CY?3Cく♪こeN 1 Iごつ∝:l 】 】 I I I ICY?CC 咲)< I I..■の CY700 ll l 卜■く.D▼･..一 くつL衰 ぐつ･<'▼･..一 CT)Ni トーI.･.一i <く.OEY?寸-tc;ぐつ

▼-I N(X)T～CYつくX)1=)⊂>Cyt l l I i I▼･..一⊂T3ドく｣⊃I.ー■ I l I I l E I 1 I 】 cY3cc ICOl寸 】 I 1 I ICY?DC M○○ ぐつ寸- eY?(X)I 一.■の LL50

J⊃ 卜 O?⊂>⊂> Ln ⊂>Cr)JCY?く=>C3 く=)く=>COくつ†･..1 l LL?く=〉ぐつ IcOく>CY? I Iく>Cv? I E ⊂> L l LfつN ⊂>ぐつ I I i

NV Y- ぐつCq⊂)CY? NV ▼･..一:ヽつく=〉IL3 Nq ▼･.■ I.･.■I.･.■く=)ぐつ【■-しくつ ～I.･.■ く⊃i OF...■ CO▼･..一 (=〉･< i▼一.1 ⊂〉N l■寸■I- ⊂>▼･..1 く.D⊂)I.･.■ <一･･一

(8 ⊂D IN く=> Cr) Cy? く⊃ くJ⊃ I q〇く=〉07(=:>⊂> ⊂> ▼･.･.■ I (〕0⊂> こn 【ー(=> く｣〇 IL1つ⊂>の l Lrつ⊂>I J 【■ヽ ⊂)く⊃⊂> lこ> く=>く=> q⊃
CON I...■< ⊂>L̀つNlヤー▼-一I-cy?⊂>亡､つ くX)N I.･.■▼･..■(≡)N NV (=⊃⊂>Ln ⊂)03 卜■Uつ cO▼･..■⊂〉r～ NO ▼･..■⊂D～ く=〉寸 CON NT- (≡)CY? N< Nr...■く=)rr? く>cy'>

LO く1⊃ lの くつCY? I ごつ ⊂> く.D l LL?(=〉I 】 CO⊂>ぐつ l Cy'>⊂> l l ごつ く=) Ch l ⊂く) ⊂ ) CY') I(=> l くCII⊂> (=>CO LL?くつ < ｢~1く=)(X) ♪つ⊂> こ×⊃⊂> ▼ナ 一...■ ⊂> Cy? 1こ> N ㌣つ⊂>< LL? CO く>く>
N I-1 I.■.1 ぐつ ▼･.- N N ｢. I...1 I.･.1 一･.■ ごつごつ Cy? N 寸 i I...-■I- N 一･･･. N ■■■■■■■｢

寸 l l I I I I LnNqDく>̀こ)I..■一 l l (≡)くつN l I Lf?N一･一(こ>(≡)N CY?寸■..-■ (⊃00〇I-1⊂〉(≡)N l l l ごつ▼ナ-宜 I I cc〇〇I...■ ⊂>⊂)- (.ロ0〇■･...一l くつく>N (=〉くつしわ

∩ l i LlつCy?N く=〉⊂>▼...I l I l l l ICOー■..1- くつく=〉I..一 l IuつNq⊃ I I l LfつNr.- l l l トー(.D l l i i i Cy?■寸r< く>く>く>Ln卜■ごつ ⊂〉⊂>N くつ<一一.■ ⊂>⊂>｢-I【ーく.DV ⊂>⊂)一..■

N l IOlLlつ 1 I I l i l lCT)U':く=〉く>I- i E I I l l i l ObN寸 l トー(.Dくこ>(≡)N l lLn～くこ)l く.D(X)▼･.･.■ I I (=)く=)cy? ぐつ■寸I.～ l卜■くこ) l

▼- ll■ I I l I I I I I I 】 I I I I I I I I i l l l l l I i l l I E l i l l I I

巾 卜 q⊃ぐ′つく⊃LL? くj⊃CY?CJ?I- q⊃ 寸 く>▼･.】1OC 寸 くつOt(≡)-ド く> N く=)CO CqcO 寸 COCOくつLLD【ー(≡)IcO くJ⊃Lくつ I く⊃ q⊃

～Lrつq〇Lfつ～トー p-CX)I/:uつこCu')N< ▼･..■tC)㌫ uつ7- N▼･..一 【ー< qつぐつ Lr)一....一NI...■ぐつぐつ くつI.■̀1 く>N ▼･.･.一lマ●⊂>Cy? く=>Cy? 寸< 【ーN く⊃Cy? NI.･.■ ぐT3N くこ)一･･一 LL?N tーN NTIl 亡､▼･..1

くD CY?くJ〇 cy'>CY'>くつくこ)'JeN NN トー N(.⊂)NN の V.く> CO▼･..一CXD N ⊂> ▼ナ く=)r-l∫一 ⊂>CT)⊂> LO亡-▼･...一 (.⊂)卜.トーく=)NF..■トー【ーく=> トー (.D 寸Ln く>■寸 CT)LD CO LL? ○○ (.〇 く.Dこ一〇 < くつ (.DLJ?O ⊂<) トー く亡)亡.ヽ < く.D (.D ○○く.DLn LL?
N CY?▼･..■▼･.■N ▼･.･.一 ■寸 N Cr) I- N I.･.■CY? < eql< N CY? I.■.一 N CY? < I...■ 一･･一 N < 一.-▼一一 I....一 I....-N

l∫) LJnく=〉 l く>cc I l卜く亡)I IドくCIcOくつ ⊂>N COI..1Ll:CO⊂>l■寸■(J⊃し1つく>CY')⊂> CCI...一l(=〉Lfつ⊂> ド のしrつ ド ー■⊂>N COー■cDLn p- く>(.D く.DtL? こJ⊃し【つトー卜■IObLfつく>く=〉 く=> ～ < Cy? q⊃ く.Dcr) くJ〇
｢..■ ｢..■ †一.一CY? 一...■I.･.■ I.･.一 CY? N N 一･一 N ▼･..■ ▼･...一N 【.- 一.･.一 N 7- I..一 一･･.一一■

守 I l く=)CYつ 】 CY?卜■ 一一.■▼■.一⊂> CT?卜■く=)トー く=)- (≡) (.D I lぐ′つ く.D くYつ ○ (.Dトーl
寸 (.D cc卜■ ll..-▼･..一一･･.1r- cy?N 忠 Lfつ ド ここrJ q⊃T...■ (=>N 卜■ (.D■....■ 卜､▼･.■ 咲)卜■一･.■ 忠 Ce(.DI....一LZ)(.D- 悲

n l ぐつ l ItD I Iくj⊃ q⊃ トーく=〉I E l ⊂> I くこ>▼･...■く> 1 (=> I LL? の I l(=⊃ l l亡■ーt=> ド CY? L【つくつ こ穴
CO LL? UつUつ卜■GO 00 く=)▼･..■ ト くJ⊃▼･..■ ⊂>- N一.･.■Lfつ 寸 q>I..■1寸N くJ⊃I- ぐ▼つCY? I....■q⊃ tJ'N LL?

N LL5 I l Iトー 1 I I Iド ⊂>lLfつ lくつ Iくつ cy?(=)(X)⊂) rヽ一Cyつ l一...一 l く=)l(X)卜■ くつ こ.〇CY')トー⊂> ⊂ヽ⊂>r■ q⊃▼･..■ 亡■ー< く⊃†･.■ < LL?■.....■ TTl- (X)一一I....一 LnN【ー CO ▼･..一▼･..-l 咲) 卜-N く｣⊃▼･..■くJ⊃▼･..■L∫一CY?CY? tヽ < l∫一

▼■■ー I l l l 】 】CCCVT:I I I l Cr>u? 1 I l l (=>LL? Cy?▼ナ- IC0-7.～ l INl'f のし(つ くj⊃L1つ l l I l Iく⊃く=>～ NNN I 卜■ド く=)▼丁⊂nl｣つ

萄*#申㌔T,''? 群 瀬 群 ･杯畔瀬忠R半辞 一杯群･ホ群#堺一軒群 # 蹄瀬群･鮮辞 一軒辞･林歪R｣鮮群 一軒群 瀬辞瀬畔 瀬
▼- N ▼- N ▼- N ▼- N ▼■-I N ▼- N ▼- N ▼- N ▼■■■ー N

線
虫
匝
e
森
碑
鎧
超
克
n
忘
興
趣
曝
叉
悪
癖

G7長.%
忌
中
G9
(
l
～
V
)
夜
酔
佃
g
小
戻
り
ふ輩
dJ
fGOぐ
寸
G
7(p

)～
(tz
)

N
脳



野村 :木の造形に対する人間の知覚特性について

木の4形態

123 4 5 6 7 1 234 56 7 1 23456 7

意 味 尺 度

1 23 4 5 67

図3 木による4つの形態 (a～ d )に対する言葉対の意味尺度の年代別変化
● :男性,○ :女性
国中の数字は被験者 が各言 葉 対から選択した意味尺度の総平均値を示す｡

(縦軸の1-8は図 1に同じ)

る"がそれぞれ45.5%と相違が見られるが,これは男性が(C)の構成全体に対する知覚に基づくものである

のに対して,女性は構成されている円盤や丸棒等素材の持つ厚さに対しての印象が大きく影響しているので

はないかと思われる｡なぜなら,感覚的に同じ領域に属するAの言葉対では男女共 ttかろやか''なものとし

て知覚が共通しているにもか わゝらず,Bで差が生じているからである｡しかし,第二印象では男女差が不
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C :d}蓋い4tVh212'ー3喜29> F6--,b456 D i E 6542d,.6圭4ささ,,きき.;6.,b3456 542d冊 ,;2,7 7 6'b '6
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5d- 喜4,:Wy 3,6J7b56 5d 3;5.4.3312.3itb Sと～b56

7C 7C

a a

H i 8 67
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′4,.言ゝ ,d3去毒43､三.4W - 6～b5 42ヽd プ三三4､毒､こ,ミグ - 岩を b45
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図4a:第一印象における各言葉対の4形態 (a～d)に対する意味尺度の平均値の四辺

形プロフィ-ル 実線 :男性,鎖線 :女性 Ⅰ～Ⅳ;因子群,A～ Ⅰ:貫葉対

明瞭になることから,対象に対する意識の置き方によって意味尺度の選択も違ってくることが分かる｡(d)

の玩具輝に対してはA,Bの言葉対いずれも個人の知覚に広い巾があることを示しており,個人のいわゆる

tt好み"が出てくるものと考えられる｡ (b)に関してはA,Bとも平均値としては ttかなりどっしりして,

かなり厚みのある"ものとして知覚されている｡

次に,年代別に見ると,40代で(C)に対するAに男女差が極端にあらわれている｡女性が非常にかろやか

と感じているのに対して男性はかなりどっしりとしたものとして捕えている｡(a)に対してもこの年代では

全体の平均値と異なり,男性がかろやかであるとしており,Bについてもうすっペらなものであるとしてい

るのに対して,女性は(a)を非常に厚みのあるものとして捕らえている｡(C)のような形態に対するBの意

味尺度に男女の知覚の相違があることは明らかである｡

第二困度群に属するC,D,Eに対する各形態について比較すると(C)に関してCの意味尺度の選択の巾

が広いこと,(a)に対するEの選択の巾が男女共広いことが明らかである｡(C)に関してはD,Eの言葉対
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図4b:第二印象における各言葉対の4形態 (a～d)に対する意味尺度の平均値の四辺

形プロフィール (国中の記号,その他は4a参照)

に対して男性が女性に比べて,よりあたたかく,よりおだやかに感じている｡このことから(C)のような抽

象的な形態全体に対する知覚は男性の方が女性より選択肢が明確であることが分かる｡(d)のように一個一

個が形も異なり,手に持てるような身近な寸法を持つものに対しては,視覚に触覚が加わり,素材の持つ特

性を知覚としてより明確に感じられるようで,人間的で,あたたかく,おだやかな感じを男女共通して持つ

ことが分かる｡しかし,年代別にみると,40代の男女では正反対のものとして知覚される｡第-因子群の場

合と同様で,この年代の男女による相違はいかなる理由によるものであろうか｡

第3因子群に属するF,Gと各形態との関連を見ると,(C)に対して,10代で男性が tや や生気がない"

と感じ 女性が ttかなり生気がある''と知覚している点,40代が4つの形態全てに対して,男女共,ttかな

りあるいは非常に生気がある''と知覚している点が目立った傾向であろう｡また,Gについては図3に示し

たように意味尺度の平均値から4形態全てについて ttやや豪華な"ものとし捕らえているが,年代別にみる

と(a)のGに対する40代の評価が男女で反対になっている｡男性がかなりやすっぱいと感じているのに対し
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て,女性は非常に豪華と感じている｡

第4因子群に属する言葉対は知覚として意味尺度に個人差がかなり班.ており,4形態に共通して意味尺度

の選択に巾がみられる｡全体の平均値としては ttどちらでもない"か くや 静ゝ的な''となるが,(C)につい

ては年代,男女別の知覚の変動が大きい｡(a)に関しては10,20代の男性が tや 'ゝ'あるいは ttかなり静的

な"と感じるのに対して女性は動的と感じている｡ しかし,30,40代では男女の知覚が逆転する｡(C)に

対しても,高年齢化するほど女性は静的から動的えと感じ方が変わってくる傾向がみられる｡ Ⅰについても

10代と40代では(C)に対する意味尺度が反対になる｡すなわち,10代では男性が抽象的として捕らえ,女性

が具体的として捕らえているのが40代では男女逆転する｡各因子群で示された40代の男女の知覚の相違は経

時変化の中で,すなわち時間をパラメーターとして生ずるものなのか,あるいは歴史的背景によるものなの

かは今後明らかにしていく問題であるように思われる｡

第一印象に対するアンケ-トの結果を各形態に対する言葉対の意味尺度の平均値で比較すると,男女差の

あるものが (b)で7個,(C)で5個であった｡言葉対に対する各形態での男女差の大きいのはHであり,

年代別に見ると各形態毎にかなりノミラツキがあり,年代による知覚の相違,同年代での男女の違いが見られ

た｡特に抽象的なものに対する性別による知覚の違いが顕著にあらわれることや,各年代によって同一物に

対する知覚の相違などは人間個人の持つ知覚の多様さを示しているといえよう｡

坂戸は男性と女性の生活空間に対する心的内部空間の違いが存在することを実験的に示している2)｡上記

の抽象的な知覚における性別による明らかな違いがあることはこのような心的内部空間の相違と関係してい

るものと考えられる｡坂戸の研究では,種々の材料や形を持ったものを用いて限られた空間内に,被験者に

よって自由に種々の形態のものを構築させ,作られた形態全体からその特長を表現する言葉を位置付けてい

るが,男性的空間表現の代表的な言葉としては,移動性,外部的,多元的,凸的を,女性的空間表現の代表

的言葉としては住人的,外来的,内部的,内包的,一元的,中央的を上げている｡このような言葉からも明

らかなように,今回調査した4つの形態によって構成された空間における個々の形態に対する知覚の差異は

両性の本質的な空間認識の差異に基づくものが大きく影響していると考えられる｡

男性的空間は外部的世界との係わりの中で変遷していくが,女性の場合は住人的,内部的,一元的,中央

的な形式が生涯にわたって保持されるような傾向があるといわれていることゝと関連して,今後,言葉対の

中で,これらの人間の空間認識を表わす言葉と木を素材として作られる種々の形態との関連性を明らかにし

ていくことによって,生活空間で人間の知覚や生理機能と整合性のある木の使われ方が明らかになっていく

と考えられる｡

文 献

1)安田 明,増田 稔,満久崇暦 ;木材研究資料,12,81(1978)

2)坂戸省三 :日本建築学会計画系論文報告集,367号,81(1986)

-248-


